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本日の発表の構成

１．文部科学省のサービスイノベーション
人材育成プログラム委託事業

２．イノベータ教育としてのＪＡＩST/ＭＯＴ

３．海外のサービスサイエンス教育状況

４．サービスイノベーションの考え方

５．ＪＡＩＳＴ/ＭＯＳの概要



１．文部科学省のサービスイノベーション
人材育成プログラム委託事業
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１．提案の背景

背景
（１）製造業、情報産業のサービス事業化の世界的な流れ

（ＩＢＭ，ＨＰ，ＧＥ他）
（２）サービス産業を支えるサービスサイエンスの大学に

おける教育・研究の強化
（３）横断型科学的側面を持つサービスサイエンスに対する

社会人再教育の必要性
（４）文部科学省のサービスイノベーション人材育成の公募

ＪＡＩＳＴの提案
“知識科学と情報科学を基盤とするサービスイノベーション

人材の育成”
ー技術経営（MOT)と連携するサービス経営（MOS)コース新設ー

平成２０年度、４０大学提案中、採用の７大学に入る

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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２．“サービスイノベーション人材教育”採用校

２００７年度（６校）
東北大学、筑波大学、東京工業大学
京都大学、西武文理大学、明治大学

２００８年度（７校）
滋賀大学、京都大学、神戸大学
北陸先端科学技術大学院大学、慶応義塾大学
早稲田大学、関西大学

２００７年度から、文部科学省が、産学連携による
イノベーション人材育成教育の一環として公募

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３．提案の概要

東京MOTコースでの社会人教育の実績を踏まえ、サービスイノ

ベーション創造のための人材育成に対して、本学の強みである
情報科学と知識科学を基盤とするサービス経営（MOS)コース：
定員２０名を併設し、イノベーション創造力を強化する。

北陸先端科学技術大学院大学

知識科学研究科 情報科学研究科

MOTコース（東京） IT技術研究開発

MOSコース（東京）

サービスイノベーション人材育成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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４. 対象分野と人材育成方針

●サービスイノベーションの対象分野

(1)新サービス産業の創造（IT技術とサービスの収斂）
(2) 様々な業種におけるITソリューション
(3)製造業のサービス化
(4)情報産業のサービス化

●サービスイノベーション人材育成方針

サービス
イノベータ

人間力

実践力

システム統合力

新コンセプト創造力

社会系知識

技術系知識

マネジメント系知識

人文系知識

必要知識 必要能力の育成
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５．プロジェクト推進体制

サービスイノベーションプロジェクト推進委員会

プログラム評価委員会

関連研究会との連携：サービス研究会、
サービス工学研究会、横断型科学技術研究会

ＭＯＳ科目開発委員会

産学官連携コンソーシアム

サービスイノベーション国際連携

プロジェクト
責任者：小坂

事務局
・専任事務員
・広報関連の

外部委託

知識科学研究科（國藤 進研究科長）

情報科学研究科（落水浩一郎研究科長）

事務局

片山学長

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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６. 実施スケジュール



２．イノベータ教育としての
ＪＡＩＳＴ／ＭＯＴ（技術経営）
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７．東京MOTの在学生、修了生の業種分布

電機・通信機器

31 %

ITソリューション・ソフトウェア

15 %

政府・行政関係

8%
コンサルティング・シンクタンク

7%
化学・石油

7%

建設・設備 5%

金融 5%

食料品・医用製品

教育

5%

通信

鉄鋼・自動車

商社 その他 博士前期課程学生・修了生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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◇知識科学に基づくMOTの体系的カリキュラム

（技術経営、知識科学、一般教育を核とする）

◇理論と実践の融合により、イノベーション創出人材を育成

（技術力＋人間力）

◇産学連携によるアクションリサーチ

（入学資格として社会人経験３年以上）

◇サービスサイエンス研究会によるサービス研究の実践

（定期開催の研究会＋著書：サービスサイエンス）

８．東京MOTコースの特色

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。




９．技術経営中核講義（２００８）

1 K215 イノベーション概論 井川康夫(前期及び後期)

2 K419 企業科学 井川康夫・Hugo Tschirky

3 K420 研究開発マネジメント論 小坂満隆

4 K421 システム思考論 吉田武稔

5 K422 知的財産マネジメント論 則近憲佑

6 K423 産学連携マネジメント論 末永聡・小坂満隆

7 K424 技術標準化論 仲林 清

8 K425 戦略ロードマッピング論 井川康夫・Robert Phaal

9 K430 技術マネジメント・リーダーシップ実践論 角忠夫

10 K431 戦略的技術マネジメント論 原陽一郎

11 K433 ＭＯＴ改革実践論 近藤修司

12 K434 サービス・サイエンス論 林幸雄・井川康夫

13 K439 新概念創生論 田浦俊春

14 K442 ＪＡＩＳＴ－ＭＯＴオープンセミナー 近藤修司・井川康夫

15 K443 経営戦略論 遠山亮子

16 K611 次世代技術経営特論 井川康夫・佐久田昌治

17 O27 ベンチャー・ビジネス実践論 赤坂洋一・和田知久

18 K447 プロジェクトマネジメント論－中級 渡辺 貢成

19 K617 プロジェクトマネジメント論－上級 大迫正弘・小坂満隆

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１０．知識科学中核講義（２００８）

20 K211 社会科学方法論 梅本勝博

21 K213 システム科学方法論 中森義輝

22 K411 知識経営論 野中郁次郎、遠山亮子

23 K413 比較知識制度論 永田晃也

24 K415 知識システム論 國藤進、三村修、有馬淳

25 K426 科学計量学
桑原輝隆・富澤宏之・調麻佐志・
棚橋佳子

26 K432 知識・技術経営政策論 平澤泠

27 K438 先端認知科学概論 藤波努

28 K446 経営組織論 犬塚篤

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１１．一般講義（２００８）

29 K114 実践的社会調査法 伊藤泰信・杉原太郎

30 K440 マーケティング論 鈴木剛一郎

31 K441 企業会計論 山口裕康

32 O16 科学哲学・科学史 吉田夏彦

33 O26 科学技術者の倫理 札野順・大来雄二・大場恭子

34 O50 プロジェクトマネジメント論－初級 梶原 定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１２.東京MOTの授業風景
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１３.東京MOTにおけるサービスサイエンス研究

(1) SRI(Service research & 
Innovation)研究会
・MOT学生＋若手教員
・月一度の定例会、合宿

(2) 学会活動
・GATICでのサービスサイエンス

関連の活動
・研究・技術計画学会等での

学会発表
(3) サービス研究動向に関する

委託調査
(4) サービスサイエンスの本の出版

亀岡秋男 監修



３．海外のサービスサイエンス教育状況
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１４．米国動向（１）

米国では、ＭＢＡのマネジメント系のカリキュラムとコンピュータ
サイエンスの情報系カリキュラムをベースにサービス系の
コース設計を行う例が多い。

【ノースカロライナ州立大学の例：亀岡サービスサイエンスより引用】
ビジネススクール（ＭＢＡ）
・会計学 ・サプライチェーン
・ファイナンス ・戦略論
・マーケティング論、等

コンピュータ学科（ＭＳＣＮ）
・ネットワーク設計
・ネットワークハードウエア
・ネットワーク管理、等

新設コース
Services Management and Engineering
・サービスプロセスデザインと分析
・組織文化
・ネットワークサービスシステム設計と評価、等【その他】

●Services Management and New Service Development , Univ. of Texas, USA
●Center for Service Leadership, Arizona State University, USA
●Fishman-Davidson center for Service and Operations Management, Wharton,

Univ. of Pennsylvania, USA

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１５.米国動向（２）－ＵＣ Ｂｅrkｅley（IBM System Journal）

Service life-cycle framework
D1 D2 D3

Strategy Planning
Design Innovation

Specification

Composition

Realization

Operation Deployment
Management
Evaluation
Optimization
Evolution

●新たな Service Science disciplineの設計
●Service Science は、サービスライフサイクルでどんな問題を

解決してくれるのか？に着目

Ｔ字型人間の
重要性

・情報、サービス社会
の核となる人材

・Multi-disciplineを
持つ

・強い縦型技術と
幅広い横型技術

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１６．欧州ードイツの例 （文献：Service scienceから）

● University of Stuttgart   (Service engineering)
● University of Karlsruhe,   Department of  applied computer science
(Service engineering – Concepts, Methods, tools for the development of services)

● Technical University of Munich, Institute for information, organization and 
management (Service management in practice, Electronic service)

● University of Leip zig,  Department of  Computer science  Business information
systems  (Service engineering, engineering of IT based services)他

・既存の科目（経営、ＯＲ他）の流用でサービス対応をする。
・新たなサービス関連では、ＩＣＴ関係の内容の変化がはげしい。

Structure of a module on “service engineering and management”：高等教育例

LECTURES

INTERNSHIP

SEMINARS

Service Engineering  Service Management  

Seminar-Case study

Group internship         

Seminar-IT based

Business internship     

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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１７．中国の状況ー清華大学でのヒアリングから

●ＩＢＭと連係して、１０大学（主要７大学）が、
強みを生かした教育プログラム開発と情報交換
清華大学：サービスサイエンスの理論、方法論
北京大学、ハルピン工業大学：ＩＴサービス
復旦大学、上海交通大学：サービスマネジメント

（マーケティング、経営等ＭＢＡ的）
浙江大学、西安交通大学：物流、e-ビジネス

●北京大学のＩＴサービス工学の内容
（１）ＩＴ企画：業務分析、価値分析、ニーズ分析
（２）サービスＩＴ技術：ＳＯＡ,ＷＥＢサービス
（３）データ管理：ＤＢＭＳ，応用分野（ＣＲＭ等）
（４）ＩＴ使用：品質保証、ＱＯＳ、メンテナンス、資産化
（５）ＩＴサービスマネジメント：ＩＴＩＬ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。




４．サービスイノベーションに対する考え方
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１８.サービスイノベーションの捉え方

考え方１：サービス産業のイノベーション
既存のサービス産業を分析し、サービスの
生産性向上、付加価値向上を狙う。
ホテル業、観光業、流通業、保守サービス等

考え方２：サービスによるイノベーションの創造
既存事業や新事業を、サービスの視点から見て
新たな顧客価値を創出するイノベーション創造
を狙う。
Ｇｏｏｇｌｅ、携帯電話サービス、ＩＣカード利用

インタネットやグローバル化が進んだサービス新時代
では、サービスによるイノベーションの創造が重要課題
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１９.サービスイノベーションへのアプローチ

１．知識科学からのアプローチ
２．情報科学からのアプローチ
３．ビジネスシステムとしてのアプローチ
４．横断型科学技術からのアプローチ

サービスイノベーション人材育成の
あるべき教育カリキュラムを検討
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２０.サービスの定義と知識科学の重要性

顧客総
合価値

製品
価値

メンテナンス
オペレーション

サービス
価値

ユーザ個別
付加価値

ユーザ固有の
オペレーション

総合 製品・サービス 価値

製品機能 サービス機能 付加機能

＝ ＋ ＋

製品提供者

新サービス提供者

製品ユーザ

高付加価値
新サービス

サービスの定義
人や組織がその目的を
達成するために必要な
活動を支援する行為

サービスの知識科学的解釈
● 顧客にとっての価値創出のための知識創造
● 知識をサービスという行為を通して表出し、ビジネス化
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２１. ユーザ起点の価値向上に向けた知識創造

顧客価値向上のためのサービス創造は、ユーザである
人のための知識創造に他ならない。人に関わる分析が
重要である。

デザイン

おもてなしの心民族学、文化人類学

口コミ

サービスマーケティング
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２２. 知識経営から見た“イノベーションの本質”

・知識創造人材の育成こそがイノベーション生成に重要である
・高質な経験の機会を付与する教育、実体験・実践との組み

合わせ（野中：イノベーション２５戦略会議発表資料から）

●イノベーションの本質は、知識創造プロセスであり、知識創
造は人が主役である。イノベーションは合理的、分析的方法
論からは導かれない。

●イノベーションは技術教育の高度化だけでは不十分で、
リーダの持つ“フロネシス（賢慮、実戦的知識）”と知識・経験
の伝承・発展が有効である。人の主観、主体的取り組み
こそがイノベーションの本質だ。

野中、勝見：“イノベーションの本質”から

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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２３.情報科学、情報産業におけるサービス志向

IT技術とサービスとの関係
（１） 情報産業のサービス化の流れ

アウトソーシング、データセンタ、運用保守サービスの
高度化、コンサルティング、情報検索・提供、コンテンツ

（２） 新しいサービス事業化には、IT技術（特にインタネット
関連技術）が不可欠

（３） 欧米先進企業（IBM,HP等）のサービス化取組み重視
情報科学におけるサービス研究

（１） SOA(Service Oriented Architecture)
（２） WEBサービス
（３） 安心安全なネット社会、インタネット応用技術
（情報科学研究科：COEプログラム、検証進化可能電子社会）

これからのサービスは、情報分野のサービス化が重要
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２４.サービスイノベーションにおけるＩＴ技術の意義

Front Stage Back Stage

ITテレマティックス

タウン情報アクセス

プログラム・データ

顧客分析による
サービス満足度の向上
（データマイニング）

ネットワークによる
サービスの連携

使いやすい、場所を問わない
ユーザインタフェース

Front Stage-Back Stage
を連携したシステムとしての
顧客価値創造とサービス革新
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２５. 新事業創生、イノベーションの分類

技術の
新規性
（ＭＯＴ）

ビジネスモデル（サービス）の新規性（ＭＯＳ）

・アウトソーシング
・省エネサービス（ESCO）
・ＤＥＬＬモデル（ＳＣＭ）
・アスクルビジネス

・携帯電話サービス
・Ｓｕｉｃａビジネス
・ＴＶゲーム（任天堂）

・指静脈生体認証
（ＡＴＭ，ドアアクセス）

・薄型ＴＶ（プラズマ、液晶）
・ＩＣタグ

・既存事業の海外展開
特にＢＲＩＣs対応

・価格破壊ビジネス

イノベーションは、技術的な新規性とサービスの
新規性の両面から考える必要がある

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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２６. 新サービスは新ビジネスシステムの創生である

広報、宣伝

営業、
マーケティング

研究開発

製品、サービス
設計開発

生産
サプライチェーン

品質保証
保守

新製品、新サービス

顧客Sg
#1

顧客Sg
#2

顧客Sg
#3

エンドユーザ

K,C,S K,C K,C S

ビジネスモデル
パラメータ

K:価格
C:製品
S:サービス

サービス事業モデルを実行する事業インフラ

新サービスはビジネスシステムである
ビジネスの収益性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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２７.サービスによるビジネスモデルの進化

H H＋S

SV(H＋S)

NW∬｛SV(H+S)｝

H： ハードウェア
S: ソフトウェア
SV： サービス/ソリューション
NW: ネットワーク
P: 人

第１世代 第２世代

第３世代

第４世代

第５世代 P＊NPNW∬｛SV(H+S)｝→ Google, Amazon, YouTube

寺本、岩崎、近藤
ビジネスモデル革命から

●新たなサービスはビジネスモデルを進化させる。
●サービスは、ネットワーク化され、人を取り込んだ

ビジネスモデルとして進化する。
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２８ ．横断型科学技術の特徴

目的：産業発展，社会生活の向上（イノベーション：技術による新たな経済価値の創造）

自然科学（物理，化学等）の摂理を利用した技術，エンジニア
リング（ナノテク，光通信，等既存の電気，機械，情報等の特
定技術領域）

ユビキタス
情報社会

ナノテク
応用システム

環境

縦型科学技術

個別プロジェクト例

新システム中に縦型/
横断型の研究成果を
含む

新規
Project

人間のニーズ実現のためのエンジニアリング，方法論
・形式論 (モデル表現，モデルDB，制御論，…)
・価値論 (技術倫理，技術政策，メディア論，…)
・発想論 (共創論理，システム計画技法，…)

横断型科学技術

・新サービスの創造は、多分野の知識融合プロセスである
・文の知と理工の知を統合した科学の新たな体系化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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２９ ．サービスサイエンスと横断型科学技術

サービスサイエンスの特徴（欧米の文献を参考にして）
(１)  Trans-disciplinary,  Inter-disciplinaryな学問体系（Ｔ字型）
(2)   技術だけでなく、人間の心、社会的側面に依存
(3) 価値論、経験、知識創造が重要な要素
(4) 実学的な要素が多い、経験のある社会人が受け入れ

やすく、産学連携研究の実践が重要である
(５) ユーザニーズに立った学問体系の再構築

横断型科学技術（シスナレ研究会）との関係
(1) Trans-disciplinary,  Inter-disciplinaryな学問を目指す
(2) 目的志向の学問、システム工学と知識創造
(3) 人間の係る複雑な問題を対象とする

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３０. 知識空間によるTrans-discipline（横断型技術）

課題（新事業、新サービスの創造）

現状の知識 Ｂ軸（Discipline2）

Ａ軸（Discipline1）

Ｃ軸（Discipline3）

Ａ，Ｂ，Ｃ軸に
またがる知識獲得
解の発見

Single-discipline（１軸）
Multi-discipline（複数軸）
Inter-discipline（空間形成）
Trans-discipline（空間形成）

Ｔ字型人間、π字型人間は、自身の中に広い知識空間を持つ
新サービスの知識創造は、知識の融合領域で行われる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。




36

３１.事例ー省エネ・ＣＯ２削減に向けたサービス

ファン・ポンプ
ブロア

モータ インバータ
ユーザプラント

・工場

電力会社

①省エネ電力
効果

使用電力料金

②サービス使用料
（効果の一部）

稼動状況データ
サービス事業者

無償機材設置

アフターエンジニア
リング＆サービス

：キャッシュフロー

回転数

消
費
電
力
量

省エネ
実績値

省エネ計画値

①省エネ診断
→「省エネ計画量」を明確化

②モニタリング
→「省エネ実績量」を逐次把握

サービス化によるユーザへの提供価値
・初期投資費用がないユーザに対しても、省エネ・ＣＯ２削減機会を提供
・省エネの計測結果をＣＯ２削減へ換算、環境ビジネスへの展開（ＣＤＭ等）



37

３２. 事例ー知識空間における新サービスの知識創造

インバータを利用した省エネ・ＣＯ２
削減サービスビジネス

インバータ製品
事業

Ｂ軸（D2：ファイナンス知識）

Ａ軸（D1：インバータ知識）

Ｃ軸（D3：ネットワーク知識）
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ軸に
またがる知識獲得
解の発見
（イノベータの思い）

Ｄ軸（D４：環境ビジネス知識）

本サービスは、インバータの製品知識、省エネをお金で議論する
ファイナンス知識、省エネをモニタリングするネットワーク知識、さらに、
省エネをＣＯ２換算して利用する環境ビジネス知識の融合である

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。




５．ＪＡＩＳＴ／ＭＯＳの概要
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３３.教育カリキュラム体系構築の考え方

東京MOTコースの
既存の教育
カリキュラム

サービスイノベーション
人材育成のあるべき
教育カリキュラム

情報科学からみた
サービスの視点

知識科学からみた
サービスの視点

サービスイノベーション特有の重要科目
合計 １５科目以上

情報科学の視点、知識科学の視点、
ビジネスシステムの視点、を考慮
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３４．新規のサービスイノベーション科目開発の考え方

ＪＡＩＳＴ ＭＯＴ／ＭＯＳ：社会人対象のイノベータ人材教育

・全体として、人文系、社会系、技術系、マネジメント系
のバランスに配慮

・Ｔ字型人間、Trans-disciplinaryなイノベータの育成

サービスイノベーション特有の新規科目

サービスイノベ
ーション一般論

サービス設計
技術論

情報サービス
技術論

・JAIST流のサービスサイエンスの確立
・実ビジネスに役立つサービスサイエンス論

・JAISTの知識科学の強み技術を取り入れる
・先行するサービス研究と連携する

・ＩＴ企業との連携による実学志向
・ＪＡＩＳＴの情報科学の強み技術を取り入れる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３５．サービスイノベーション一般論案（６科目）

【サービスイノベーション概論】
サービスサイエンスの意義、本コースの目的と構成の考え方

【サービス創造論】
日本特有のおもてなしの心、サービスロードマッピング、
サービス価値などを考慮したサービス創造論

【マーケティングイノベーション】
コモディティ化に対するマーケティング、モバイルマーケ
ティングなどの新しいマーケティング論を展開する

【製造業のサービス化】
製造業におけるサービス化の重要性と事例

【サービス経営概論】
サービス経営全般。お金の視点からサービスを捉える。

【サービスとリスクマネジメント】
サービスをリスクマネジメントの観点から捉える

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３６．サービス設計技術論案（５科目）

【サービスと横断型科学技術論】
サービスを知の統合と捉え、分野横断的な技術のサービス
への応用を論じる

【サービス工学と事例分析】
産総研で調査研究している内容を体系化して議論する

【ネットワークとサービスイノベーション】
ネットワーク技術とサービスイノベーションへの応用

【デザインとサービスイノベーション】
デザインとサービスイノベーションへの応用

【サービスとエスノグラフィー】
社会調査方法論、民族学からみたサービス方法論

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３７．情報サービス技術論（５科目）

【情報産業のサービス化】
情報ベンダのビジネスモデルの変化、メンテナンス、
コンサルティング、インタネットによる新サービスなどの一般論

【ＩＴベースのビジネス設計論】
ＩＴベースのビジネスシステム設計論

【ＩＴサービスアーキテクチャ論】
ＳＯＡ，ＷＥＢサービス等のサービスシステムアーキテクチャや
サービスを志向したソフトウエア技術

【ＷＥＢ工学とビジネスモデル】
e-ビジネス, e-commerce, e-government, e-banking,
インタネットサービスシステムの安全性、ビジネスモデル（広告）

【ＩＴサービスマネジメント論】
ＩＴＩＬ，ＳＬＡなどのサービスマネジメント技術とその応用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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３８. MOSから見たイノベーション人材教育体系（案）

人
間
系

科学哲学、科学史 技
術
系

サービスと横断型科学技術論

科学技術者の倫理 サービス工学と事例分析

知識経営論 ネットワークとサービスイノベーション

先端認知科学概論 ＩＴサービスマネジメント論

技術マネジメント・リーダシップ実践論 ＩＴサービスアーキテクチャ論

ベンチャビジネス実践論 ＩＴベースのビジネスシステム設計論

サービス方法論（民族学、社会調査） 新概念創生論

サービス創造論：おもてなしの心 知識システム論

デザインとサービスイノベーション 科学計量学

社
会
系

製造業のサービス化 システム科学方法論

情報産業のサービス化 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

サービス経営概論
サービスイノベーション概論 サービスとリスクマネジメント

インタネットサービスシステム マーケティングイノベーション

イノベーション概論 研究開発マネジメント論

比較知識制度論 戦略ロードマッピング

社会科学方法論 組織経営論

企業科学 経営戦略論

実践的社会調査法 産学連携マネジメント論
知識・技術経営政策論 プロジェクトマネジメント
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３９. MOTコース、MOSコース併設の考え方

イノベーション人材候補

新規MOSコース
（知識科学）１０名

既存MOTコース
（知識科学）、２０名

新規MOSコース
（情報科学）１０名

一般
講義

技術経営
中核講義

サービスｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ一般論
サービス設計技術論
情報サービス技術論

知識科学
中核講義

情報科学
専門講義
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４０.サービスイノベーション人材育成教育の特徴

（１）発展途上の学問分野
●ベストプラクティスからの学習と個人ごとの体系化
●各界からのゲストスピーカによるサービスの捉え方

（２）社会人を対象としたＭＯＳ教育
●理論と実践の融合を具体的な課題で実践
●具体的な課題解決を目指す修士論文を重視

（３）サービス研究活動との連携
●サービス経営関連研究の推進
●サービス関係の教育・研究機関との連携、および

研究・教育成果を発表する国際会議の開催
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４１ ．まとめー本プログラムの特徴

(１)  知識科学と情報科学を基盤とする
(2)   既存の同大学MOTと連携する
(3) 国際的に連携する
(4) 社会人を対象とする
(5) 修士論文を重視する
(6) 産学連携研究を実践する
(7) 理論と実践を融合し実務に役立てることを重視する
(8) 人間・社会・技術・文化を統合する構想力を養う
(9)  新コンセプト創造力を重視する
(10) 哲学・理念・志を持つ
(11) 強い人間力とリーダシップを持つ実践力のある人材育成

特色ある世界トップランクのサービスイノベータ人材育成教育

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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